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番
号

課　　　題 現　　　　　状 評　価　項　目 具体的方策及び評価指標 経過・達成実績
達
成
度

次年度の課題と改善策

１ ･授業評価に基づく授業方法の
改善
　教養科目・共通科目の授業ア
ンケート
　（H30：コース専門科目）

･よりよい授業のための研修実施
　職員への支援
 （職場研修、派遣研修）
　

・学生がやる気と自
信の持てる教育

・能動的に学ぶ力を育てる
　アクティブラーニングの導入
（全コースに導入）

・課題研究・意見発表等への取り
組みの強化
（全国大会出場を目指す）
　

・先進農林家等体験学習をイン
ターンシップと兼ねるなど効果的
に実施
　インターンシップ先への就農・
就業

・国際水準ＧＡＰの実践
　全コースで取り組む

・イノベーションファームを活用し
た最先端の農業技術の習得
　収量、品質の向上

･６次産業化学習の強化
　販売学習、地域等と連携した商
品開発

･１分間スピーチによるプレゼン
テーション能力の向上
　

・基礎学力向上
　実習等で必要な学び直しの補
講の実施

・学業優秀者、生活態度優秀者
の表彰

８０％以上１００％未満
１  質の高い教育の実行
２  実績の上がる学生募集の実行

令和元年度 群馬県立農林大学校評価システムシート

６０％以上８０％未満
６０％未満

外部評価委員からの

３　実績の上がる進路指導の実行
４　県民の期待に応えられる研修の実行

令和1年5月1日

目指す学校像 群馬県農林業の多様な担い手育成

重点方針
達
成
度

１００％

質の高い教育
の実行

･学生にとって分か
 りやすい授業の実
 施

１　これからの群馬県農林業を
支える人材を育成する県内唯
一の公立農業系高等教育機関
で、実践学習を教育の基本とし
ている。

２　課題解決研究に取り組み、
能動的に学ぶ力を育んでいる。

３　１年次は全寮制とし、寮生活
を通して規律・協調・思いやりの
精神を育んでいる。

４　変化に対応できる経営力を
育てるため、国際化や技術・情
報の高度化、6次産業化に対応
できる生産・加工技術やマネー
ジメント能力を養成する実践学
習を強化している。

 (1)国際水準ＧＡＰを教育カリ
キュラムに導入し、農場等での
実習を通して、農業生産技術に
加え国際感覚を兼ね備えた担
い手を育成している。
※ＡＳＩＡ ＧＡＰ認証
　平成29年12月13日
（野菜コース：トマト、キュウリ、
ナス、イチゴ）

 (2)H30年に園芸施設（野菜、花
き）が、ぐんまイノベーション
ファームとして、学生教育の高
度化と県内農業者への最新農
業技術の普及拠点として整備さ
れた。
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次年度の課題と改善策 外部評価委員からの

･寮生活を通して規律､協調､思い
やりの精神を育む

･学生､職員一体となったあいさ
つ運動の実施

・教育環境の充実 ・寮の生活環境改善
　寮内インターネット環境の強化
・施設整備計画の作成
・キャンパスの環境整備

・地域、外部機関と
の連携

・地域貢献等
　箕輪城周辺の環境整備
　学校給食と食育活動
　地元小学校との交流
・外部企画のプロジェクトに挑戦
・イノベーションファームの運営

(数値目標と評価) ◎学生の授業満足度評価
「おおむね満足」以上　80%以上

　

◎ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ試行導入授業
　　　8科目（各コース1科目以上）

◎課題研究・意見発表で全国大
会出場　　　　　　　　　1名以上

　

◎懸賞論文等への応募者（森林
コース除く）
　　　　　　　　　　1年生　100%

２ 実績の上がる
学生募集の実
行

･農林大学校のＰＲ ・魅力あるオ－プンキャンパスの
開催
　学生が中心となった運営
　保護者の不安解消対策

･県内高校への学生募集訪問
　全職員での取り組み
　学生による母校訪問

・情報発信の強化
　学校案内やホ－ムペ－ジによ
るＰＲ
　イノベーションファームの魅力を
発信

･農業高校との連携
強化

・連携会議等を通じた情報交換
　農業高校の担任等へのＰＲ強
化

・学校見学会の積極的な受入れ

・職員による派遣講義で高・大連
携を深める

(数値目標と評価) ◎オ－プンキャンパス
   参加者数　　実参加者150名
　 参加者の満足度評価
  「 おおむね満足」以上90%以上

◎高校訪問　    45校　2回実施

◎ＨＰの更新回数 　100回以上

◎入校生の確保　　80名以上

・社会生活の基本を
身につける

１　少子化により減少傾向で
あった入校生も、HPの更新や
学生募集の強化、ＰＲにより
H30年度から2年連続で増えて
きている。（H29年度62名、H30
年度73名、H31年度86名/定員
100名）
　
２　近年の入校生の状況は、非
農家出身者の増加（H31入校
生：70％）、女子学生の増加
（H31入校生：35％）が特徴と
なっている。

３　本校入校生の約6割が農業
高校出身者（H31年入校生：
59％）であり、農業高校との連
携とともに、普通高校へのＰＲ
が重要となっている。
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３ ・進路方向の決定と進路別指導
　個別面談
　希望調査

･進路ガイダンスによる指導（3
回）

・学内企業説明会の開催
　9月農業法人、森林組合等
　3月　　　〃　　農林業関連企業

・社会人としてのマナーアップ講
座等の開催（2月）

・就農、就業（林業）への支援
　農業法人、森林組合への理解
を深める。
　特別講演会の開催
　海外研修への参加誘導
　農業次世代人材投資資金（準
備型）、緑の青年就業準備給付
金の活用

(2年生)
･きめ細やかな進路
別指導

・就農者、雇用就農者、就業者へ
の支援
　農業法人の情報収集と分析指
導
　農業法人説明会の開催（9月）
　特別講演会の開催
　海外研修への参加誘導
　農業次世代人材投資資金（準
備型）、緑の青年就業準備給付
金の活用
　農業法人協会、農業経営士、
農村生活アドバイザーとの連携

･就職活動状況の把握と支援
　面接指導

･編入学希望者への支援
　補講、面接指導等

・専門資格取得教育
の強化

・補講の実施
　毒物劇物取扱者
　危険物取扱者（乙４類）
　日本農業技術検定2級
　他

(数値目標と評価) (2年生）
◎進路決定率　　　　 　　100%

◎就農率　　　　　　　　40%以上 　

◎林業関係の就業率　60%以上

◎日本農業技術検定(２級)の合
格者割合　　　　　　　　　　30%以
上◎合格率
　毒物劇物取扱者　　 30％以上
　危険物取扱者(乙4類) 30％以上
　農業機械系資格　　 100％
　狩猟（わな猟）免許  100％

実績の上がる
進路指導の実
行

(1年生)
･進路希望の把握と
進路指導体制の強
化

１　H30年度卒業生の進路決定
率は100％で、進路決定者のう
ち就農23.0％（森林コースを除く
29.2％）、就職77.0％、進学
0.0％であった。農林業団体へ
の就職が良好であったことが特
徴である。
　
２　森林コースを除く就農率は、
近年30～40％と減少傾向となっ
いる。また、就農者のうち60％
～70％は雇用就農で近年その
割合が増加している。
　就農希望者であっても、家族
の希望により、社会経験を積ん
だ後に就農する学生も散見され
る。
　
３　近年、林業への就業率は
60％を超えている。特に森林組
合への就業者は増加しており、
林業の担い手として期待されて
いる。
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４ 県民の期待に
応えられる研
修の実行

・多様な研修ニーズ
に対応した「ぐんま
農業実践学校」の運
営

･就農に向けた体系的な研修の
実施
  定着支援セミナーの実施

・研修生の確保に向けた取り組
み
　ナスとネギを対象とした推進品
目課程を新たに実施
　ニ－ズに対応したコース再編
のさらなる検討

・ＪＡ等と連携した担い手の育成
　各地域ＪＡへの実践学校ＰＲ

・県民ニーズに対応
した農業機械研修の
実施

・農業機械研修の計画的な実施
と運転免許の取得

・女性農業者を対象とした機械研
修の実施
  安全研修から免許取得研修ま
でを組み合わせて実施

・農作業安全研修の実施
　農業事務所等と連携した研修
の実施

･農林業に対する理
解を深める公開講座
の開催

･農林大職員の専門性を生かし
た講座の実施

(数値目標と評価） ◎実践学校研修生の満足度評
価
「おおむね満足」以上　90％以上

◎実践学校研修生の定員確保
                       　　　100％

◎野菜専門技術課程就農率
　　　　　　　　　　 　　    100％

◎修了３年後の農業従事率
　　　　　　　　　　 　　    　80％

◎大型特殊自動車免許等取得
　　　　　　  　合格率　　100％

◎女性農業者基礎研修（Ⅰ・Ⅱ）
の受講者数　　　　　　2回／40名

◎農業機械安全研修の開催回
数と受講者数　　　15回／150名

◎公開講座受講生の満足度
　　評価「おおむね満足」以上
                    　　90％以上

１　ぐんま農業実践学校は定員
を超える応募があるが、団塊の
世代交代が終わり、定年帰農
者を対象にしたコースの見直し
やＪＡと連携し産地の担い手を
育成するためのコースを新設
し、時代の変化に対応してい
る。また、研修終了３年後（H27
年度実践学校修了者）の農業
従事率は80.6％となっている。
　
２　農業機械研修は、大型トラク
ター免許取得研修、作業機械
研修、安全研修等を実施してい
る。最近の傾向として高齢者、
女性、雇用就農者の受講希望
が多くなっている。
　
３　講座への応募は毎年多くあ
るが、5割以上がリピーターで占
めている。農林大の特色を活か
した講座の開催と新たな受講
生の開拓が課題となっている。
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